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「バイオマスタウン真庭」の取り組み 

真庭市産業観光部バイオマス政策課 

2013/1/24 

環境省地球温暖化対策の事業スキーム構築・推進力強化研修 

2 

・町村合併 平成17年3月31日 
 （旧真庭郡勝山町･落合町･湯原町･久世町･美甘村･ 
  中和村･八束村･川上村･上房郡北房町の9町村） 
 

・人口 49,917人 （12.5.01住民基本台帳）  

 

・面積 828km2 （森林面積653km2約79%）   県下最大    

 

・交通 高速道（米子道、中国道、岡山道）の交差する 
     ＪＲ姫新線が東西に走る 
 

・地域特徴  

 【北部】 
  蒜山高原、津黒高原などが広がる 
  酪農、畜産の盛んな地域 
 【中部】 
  山間地域で出雲街道の宿場のたたずまいなどを残す 
  林業、観光（湯原温泉など）の盛んな地域 
 【南部】 
  行政・文化・医療機関が集積した市街地 
  農業の盛んな地域 
 

［参考］平成17年度 
 ・年齢別人口構成比 
   幼年12.1％ 生産57.2% 老年30.7% 
 ・就業人口構成比 
   第1次14.1% 第2次35.6% 第3次50.4% 
 

 １ 真庭市の概要 
 （１）地域概要 
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 （２）観光スポット ～北から南へ～ 

蒜山高原 
ひるぜん 

湯原温泉 勝山町並み保存地区 

流域情景 
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（３）産業 － 農林業、商工業、観光業、バイオマス産業 

   西日本一の木材集散地域、蒜山は日本最大のジャージー牛酪農地帯 
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（４）真庭地域の林業・木材産業 

 

○山林面積 ６５，６３５ｈａ（平成２４年） 

  （市の面積の約８０％） 

  うち）市有林 １１，８６２ｈａ 

      国有林  ６，５９９ｈａ 

○人工林率 ５７％（岡山県３９％） 

  うち）ヒノキ 約７０％→「美作桧」ブランド 

○林家戸数 ４，３８９戸（平成２２年） 

 

○主な素材生産会社 １２事業所（個人含む） 

○原木市場 ３市場（取扱量 約１０万㎥／年） 

○製材所 約３０社 

 （原木仕入量 約２０万㎥／年・製材品出荷量 約１２万㎥／年） 

○製品市場 １市場 

 ※岡山県内における素材生産量 約３５万㎥／年  6 
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「新エネ百

選」認定 
2009.6 

「新エネ大

賞選」最高
賞受賞 
2010.1 

2010 

真庭バイオエ
ネルギー（株） 

真庭バイオマ
テリアル(有) 

新規参加 

ｺｽﾓｽ･ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ

BDF製造開始 

ペレット製造 

Mocoの商品化 

「三井造船真庭エタノール
製造実証プラント」建設 

「真庭バイ

オリファイ
ナリー事業
部会」発足 

「真庭バイ

オマス集積
基地」建設 

1992 

中国横断自動車道 

の開通 

2000 

ダイオキシン類対策 

特別措置法施行 

 ２ 「バイオマスタウン真庭」への土壌 
（１） これまでの経緯 
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（２）真庭市発足以前（合併前）の動向 

 ①「２１世紀の真庭塾」の活動 

 発  足；平成5年4月 創設（平成15年2月 NPO法人） 

 メンバー；真庭地域の企業家、各方面の若手リーダーを中心とした研究活動組織 

       （製材業・製造業などの事業者、医師、飲食店、家具職人など異業種） 

 契  機；高速道路の建設等による産業の衰退、人口の流出といった地域の将来を心配し勉強会
を実施。（地域・会社への危機感） 

 取組み：「勉強会」を幾度と無く実施し、様々な立場の方を招聘。 

      （省庁・自治体の幹部・シンクタンク・金融機関など） ⇒ ネットワークの構築「情報」 

      真庭塾は勉強をする場である。「ないものねだり」ではなく、地域にある財産（木質資源）に
再び目を向け取組みを各自・各社で実践し実施。  

 ※真庭地域における資源循環型社会の形成に向けた出発点 

 平成10年3月（1998年）において10年後の真庭の未来（夢）を描き、「発電」や「コンクリート製品」
など実現してきております。 8 

地域づくり 
新木質製品化 

真庭地区木材組合 旭川流域ネットワーク 

木材加工技術センター 

自治体 

地域住民 

本 

流 

製材所B 

製材所C 

事業所B 

研究支援 

技術支援 

地域住民 

地域内事業所 

地域外企業群 

地域外研究機関 

農業 

その他地域内企業 

連
携 

真庭森林組合 地域外協力機関 

森林資源の 

ＬＣＡ確立 

地域内 

真庭ブランド化 

高
度
化 

効
率
化 

真庭バイオマテリアル 
有限会社 

②木質資源活用産業クラスター構想（平成１３年度） 

※このころから、木質系廃材や林地残材といった森林資源を余すことなく活用
していこうという理念（思い）が地域関係者へ浸透していきます。 

 本流である林業・木材産業を基盤として、発生する副産物を多角的に活用（エネル
ギー・マテリアル）や異業種を含めた産業連携を築き、地域産業の活性化（持続的な発
展）や循環型社会の形成を図ることを目標とした構想  

建材市場 
エネルギー供給 

製材所D 

事業所A 

真庭バイオエネルギー 
株式会社 

製材所A 

真庭郡木材 

事業協同組合 
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３  「バイオマスタウン真庭」  

（１）「真庭市バイオマス利活用計画」－平成18年3月策定 

  ○推進体制 
プラットホーム（真庭地域）によるす
べての関係者により構成され、バイ
オマスタウン推進協議会で決定さ
れた事業方針に基づき、真庭市バ
イオマス担当課に事務局のある事
業推進本部が各種事業の推進を
行う。 

 

事業推進本部は、事業推進に伴い
庁内関係部局との調整、市民・民
間団体、産業者との調整、支援・協
力を行う。 

 

バイオマスタウン推進協議会に対し
各種政策に関する専門的指導や
先進事例紹介等をすることを目的
にアドバイザリーグループをおく 
 

事業推進本部が特殊性、専門性な
どの機能を得るため調査・研究を行
うワーキンググループをおく 
 

その他バイオマスタウンとは別の事
業化を図ろうとする組織との広域的
な連携も図る。 10 

「真庭市木質バイオマス
活用地域エネルギー循
環システム化実験事

業」の推進と成果の普
及 

真庭ブランドバイオマス
ストーブの開発と普及 

木質バイオマス発電事
業の展開 

家畜排泄物再処理施設
の導入と普及 

ＢＤＦの利活用 「Ｅ３社会実験」の継続 

原材料供給基地として
の体制づくり 

産業観光ツアーの展開 

市民 

事 業 者 

行政 
♠バイオマスの率先活用 

♠普及啓発活動 

♠補助事業 

♠設備導入促進支援 

♠産業振興・地域活性化 

♠生産者自らの積極利用 

♠エネルギー利用促進 

♠マテリアル利用促進 

♠新産業創出 

♠エネルギー利用促進 

♠マテリアル利用促進 

♠積極的な分別収集 

♠地域主体の活動への積極参加 

連 携 交 流 

協 働 

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
の
活
性
化 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化 

循
環
型
社
会
の
形
成 

二
酸
化
炭
素
放
出
の
抑
制 

バイオマスタウン真庭 

利活用促進プロジェクトへの取組み 

食品系 

畜産系 

木質系 
農産系 

汚泥系 

○「真庭市バイオマス利活用計画」体系 

11 

17.8なし288213484剪定枝

13.6風倒木用材、チップ化12,0058,87357,098未利用木材

70.0鋤き込み、堆肥等1,0137492,616もみ殻

79.7鋤き込み、加工等6,4604,77516,677稲わら

29.919,76614,61076,875未利用バイオマス

100.0堆肥6246119下水汚泥

100.0堆肥19214218,498浄化槽等汚泥

60.0製紙原料等2,0631,5254,292紙くず・古紙

91.0燃焼、チップ化、敷料等70,51952,120118,373木質系廃材

13.9堆肥、再資源化72953912,560食品廃棄物

81.0堆肥9,3766,930116,134家畜排泄物

88.382,94161,302269,976廃棄物系バイオマス

利用率
（％）

変換・処理方法
A重油換算

（kl）
炭素換算量
（ tc/年）

既存量
（ t/年）

バイオマス

17.8なし288213484剪定枝

13.6風倒木用材、チップ化12,0058,87357,098未利用木材

70.0鋤き込み、堆肥等1,0137492,616もみ殻

79.7鋤き込み、加工等6,4604,77516,677稲わら

29.919,76614,61076,875未利用バイオマス

100.0堆肥6246119下水汚泥

100.0堆肥19214218,498浄化槽等汚泥

60.0製紙原料等2,0631,5254,292紙くず・古紙

91.0燃焼、チップ化、敷料等70,51952,120118,373木質系廃材

13.9堆肥、再資源化72953912,560食品廃棄物

81.0堆肥9,3766,930116,134家畜排泄物

88.382,94161,302269,976廃棄物系バイオマス

利用率
（％）

変換・処理方法
A重油換算

（kl）
炭素換算量
（ tc/年）

既存量
（ t/年）

バイオマス

（２）真庭市におけるバイオマス賦存量 

○バイオマス利活用の目的と可能性 
  ※持続的に成長し続ける地域新産業へ 

  ・地域課題解決型の産業としての可能性（地域振興・産業創出・雇用の場） 
  ・地域人材排出への期待（事業経営や異業種事業への参画・研究への取組み） 
  ・未来価値への投資（エネルギー枯渇対策・地域資源の高付加価値化） 
  ・地球環境貢献型（ＣＯ２削減、森林の多面的機能）  12 

●収集コストが合わない 
●形状が不均一で含水率が高い 
●地域配送システムが無い 
●利用側の設備選定が困難 

課 題 

（３）NEDO(独立行政法人 新エネルギー･産業技術総合開発機構)委託事業 

平成17年12月NEDOの公募事業「バイオマスエネルギー地域システム化実験事業」採択
（全国で7件） 
・事業期間  平成17年度～平成21年度の5ヵ年事業 
・事 業 費    ５億３千万円 
・事業内容  未利用資源（林地残材、樹皮等）を燃料化する実証実験 

◆未利用資源が活用されていない 
◆大量の化石燃料が使用されている 



2013/2/5 

4 

13 

◇ＮＥＤＯ委託事業（バイオマス資源流通フロー図） 

収集運搬システム エネルギー転換利用システム 

山中 

製材所 

プレーナー屑 
冷暖房 

農産物加温 

事業所用ボイラ設備 

林地残材チップ 

端材・木片 

バイオマス 

集積基地 

真庭産業団地 

林地残材等 

樹 皮 

木質ペレット 

製材チップ 

木材乾燥 

成 果 

○地域内で発生する木質バイオマスがエネルギー利用でき 
  ることがわかった 
  （燃料製造における仕様の取り決めが決まった） 
○地域内における燃料取引が始まった 
 （実験による取扱量 約5,000ｔ/年） 
○取引にかかわるデリバリーのシステムが構築できた（地域 
   内連携の構築） 
○今まで産業廃棄物扱いされていたものが資源となった 

14 

（４）真庭バイオマス集積基地（真庭木材事業協同組合） 

課 題 長年の検討課題であった林地残材の活用や製材所で発生する樹皮の活用
NEDO事業を通じて課題となった安定供給体制の確立 

未利用資源を「買い取る」という仕組みを構築したことで、地域住民、素材生産事
業者、森林組合などからたくさんの資源が集まることとなった。 

○林地残材の買取価格 
 杉 3,000円/ｔ、桧 4,000円/ｔ、広葉樹 5,000円/ｔ  

成 果 

（単位；ｔ/年） 

2,0003,0008,000平成22年度

2,0001,8006,500平成21年度

2,5003,20016,000平成23年度

樹皮製材端材
未利用木材

（切捨間伐材等）
種類

年度

2,0003,0008,000平成22年度

2,0001,8006,500平成21年度

2,5003,20016,000平成23年度

樹皮製材端材
未利用木材

（切捨間伐材等）
種類

年度

15 

（５）バイオマスを活用した事例（マテリアル） 

 ・木片コンクリート製品 

  ヒノキのチップとセメントを混合したコンクリート製品の製造 

  

■特徴  

①軽量化 

②保水性が高い 

③透水性が高い  

☆施工例 

16 

（６）バイオマスを活用した事例（エネルギー） 

 ・バイオマス発電（エコ発電） 

  自社の工場内で発生する木屑を上手に活用しています    

■特徴  

①発電出力 1,950kw/ｈ 

②工場内の使用電力を賄っています。 

③平成１５年のRPS法により、夜間は売電をしています 

④平成１８年からは、自社工場利用分をグリーン電力証書システムを活用しています。 

燃料貯蔵サイロ 発電用ボイラ 燃料となる木屑 
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（７）バイオマスを活用した事例（エネルギー） 

 ・木質ペレット（ホワイトペレット） 

  自社の工場内で発生する木屑を上手に活用しています    

■特徴  

①接着剤を使わず木の特徴（成分）であるリグニン
で固形化 

②年間生産量 約10,000ｔ/年 （国内最大手） 

③日本全国各地に出荷（競争力のある商品） 

ペレタイザー（ペレット成型機） 

ペレットストーブと木質ペレット 

成型機内部 内部拡大 

18 

（８）バイオマスを活用した事例（エネルギー） 

 ・バイオディーゼル燃料（BDF） 

 真庭市のクリーンセンターや湯原町旅館協同組合と企業の連携において市内
から天ぷら油の廃食油を回収してディーゼル車の燃料としています。    

◇廃食油からＢＤＦ ができるまで 
市内観光や送迎
に活躍している
「天丼号」 

廃食油回収や
総合学習で活
躍している車 

■市内から年間約６０，０００ℓを回収し、
化学反応（エステル交換反応）や不純
物を除去してＢＤＦを製造します。 

Ｂ
Ｄ
Ｆ 

廃
食
油 

19 

分類 目的  設備名 用途 備考 

木質系 発電 蒸気ボイラ 自社利用・売電 ・民間企業 １基 

熱利用  蒸気ボイラ 木材乾燥 ・民間企業 １０基 

    （実験設備含む） 

製品乾燥 ・実験設備 １基（ＮＥＤＯ） 

温水ボイラ 

 

給湯 ・市の施設 ２ヶ所 

加温（温水・温風） ・農家 ５ヶ所 

    （実験設備含む） 

冷暖房 ・実験設備 １ヶ所（ＮＥＤＯ） 

・市の施設 ２ヶ所（庁舎） 

ストーブ 加温 ・ペレットストーブ １００台 

・薪ストーブ ３０台 

燃料   ペレット製造設備 販売 ・民間企業 １社（３基） 

原料・燃料 加工設備（チップ化） 製紙原料ほか ・民間企業 １社 

食品系 燃料 BDF製造設備 販売ほか ・民間企業 １社 

・市の施設 １ヶ所 

（平成２４年 ２月 １日 現在） 

（９）バイオマスを活用した事例（バイオマスエネルギー利活用導入設備） 
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項目  単位 推計値 

バイオマス利用量 t/年 約4１,000 

エネルギー投入量 GJ/年 約570,000 

原油代替量 ｋL/年 約15,000  

CO2削減効果 t-CO2/年 約40,000  

◆バイオマス利用量約41,000t/年 → 平均12,000円/tと想定すると約５億円地産地消 
◆石油代替量約15,000KL/年 → 重油を75円/Lと想定すると約11億円に相当する 
◆CO2削減量約36,000t-co2/年を達成 

効果 

（１０）バイオマスを活用した事例（バイオマスエネルギー利用量等） 

・地域外購入から、地域内生産消費となり、地域内関係者の連携による木質バイオマス
エネルギーによる自給率は、１１．３％となっております。 

※H22年度 真庭地域エネルギー関連調査による 
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（１１）バイオマスツアー真庭 

 真庭市と真庭観光連盟が連携して、急増するバイオマス事業や関連施設の視
察者への対応を図るとともに、真庭地域の取り組み全体を情報発信する戦略と
して、平成18年12月から、「            」をスタートさせた。 

平成２１年度 第１４回新エネ大賞（経済産業大臣賞）受賞 

平成２２年度 第４回産業観光まちづくり大賞（奨励賞）受賞 

11,174

3,127

2,301

1,454

2,194

2,098

参加者数

508

133

93

73

97

112

回数

合 計募集型ツアー

3,117

1,516

1,001

312

288

－

参加者数回数

968,057412合 計

44

31

10

11

－

回数

通常ツアー

参加者数

1,90686平成20年度

1,611

1,300

1,142

2,098

62平成22年度

112平成19年度

89平成2３年度

63平成21年度

年 度

11,174

3,127

2,301

1,454

2,194

2,098

参加者数

508

133

93

73

97

112

回数

合 計募集型ツアー

3,117

1,516

1,001

312

288

－

参加者数回数

968,057412合 計

44

31

10

11

－

回数

通常ツアー

参加者数

1,90686平成20年度

1,611

1,300

1,142

2,098

62平成22年度

112平成19年度

89平成2３年度

63平成21年度

年 度

22 

（１２）「国内クレジット認証」の活用（平成22年度～平成24年度）                             

 真庭市では、木質バイオマスを活用して冷暖房を実施。これにより生じるCO2削減量（
600t/3年）について公募によりパートナーを募集。 

 株式会社トンボ と 社団法人真庭観光連盟 がクレジット購入 

 スポーツウエア
主力工場の製造
時のエネルギー
使用による環境負
荷すべてのカー
ボンオフセットを
計画 

「バイオマスツアー」運行時のエネルギー使用によ
る環境負荷のカーボンオフセットを検討中 

真庭観光連盟 

 美咲工場 

（購入量 150ｔ-co2/年） 

（購入量 50ｔ-co2/年） 
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（１３）未来につなぐ真庭の森づくり協定                             

 国内クレジット制度の活用を契機に、地域資源を活かした幅広い交流について、バイオマスタウ

ン真庭推進パートナーとして平成23年2月7日に株式会社トンボと真庭市が協定を締結 

 今後、㈱トンボと真庭市は連携しながら、真庭市をフィールドとして社員研修や里山再生事業等
幅広い活動を計画し、実施していく予定。 

 真庭市は国内クレジットの売却益は里山
整備事業など山村再生に向けて活用を計
画しています。 

森づくり勉強会 森づくり活動 
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（１４）「バイオマスタウン真庭」 － 第２ステージ 

①バイオマスリファイナリー事業の推進 

  ・バイオマスリファイナリー ・・再生可能資源であるバイオマスを原料にして、 

   バイオ燃料や樹脂などを精製・製造する技術やプラント 

  ・「真庭市バイオマスリファイナリー事業推進協議会」設立（平成22年6月） 

   http://www.m-brc.com/ 

 

②「真庭バイオマスラボ」開設（平成22年4月） 

  ・入所者 ・・国のバイオマス研究機関、大学、市内外の関係企業 

  ・バイオマスリファイナリーの実用化技術研究･開発とバイオマス関連人材育成 

 

③森と人が共生するSMART工場モデル実証事業（平成22年度～26年度） 

  ・林工一体型「SMART工場」構想 

  ・セルロース系バイオマス超微粉砕技術開発 

 

④バイオマス発電事業の推進 

  ・オール真庭、オール岡山で10,000kWの発電事業を平成27年から開始 

 

http://www.biomass-tour-maniwa.jp/../
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（１４）－③森と人が共生するSMART工場モデル実証事業 

                                 【中核機関；岡山県（平成２２～２６年度）】 

  林工一体型「ＳＭＡＲＴ工場」構想 
私・国有林 

（樹脂・材料メーカー） 

森林組合・個人等 製材所 

（近隣中心の利用） 

大規模市場での
安定的な販売 

（都市部でのバイオマス製品普及） 

ＳＭＡＲＴ工場 
（製材端材） 

ペレット、チップ等製造 

効率的な原料収集と素材生産を一体化した、環境にやさしいものづくり工場 

（ムダのない資源利用） 

森林への利益還元 

長期・安定的な資源利用 

地域特性を活かした 
持続的な新エネルギー利用 

（太陽光、風力、バイオマス） 

（資源循環、資金還流） 

実証拠点：真庭バイオマス集積基地 

家電メーカー 

自動車メーカー 

日用品メーカー等 

高付加価値材料 

「ナノファイバー」製造 

（間伐材） 

 クリーンなエネルギーを活用しつつ、林地残材等から革新的新素材「ナノファイバー」を製造する
技術を開発し、「真庭バイオマス集積基地」での生産システム化を図り、サスティナブルな林工一体
型「ＳＭＡＲＴ工場」モデルを構築。林業者や住民等との一体的な地域システム化を目指す。 
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新バイオマス発電所の概要 
 
発電能力：10,000kw 
     （約17千世帯分/年） 
 
必要燃料：148,000トン／年 
     内 未利用材：90,000t 
         端材等：58,000t 
      50％の含水率も可 
 
設置場所：真庭産業団地北1号地 
 
年間稼働日：３３０日 
 
運転要員：１５名 
 
運開時期：平成27年4月～ 

会社名 真庭バイオマス発電会社 
    （仮称） 
 
資本金 ２億５千万円 
  
総事業費 約３９億円 
  ・14億円は「森林整備加速化･ 
   林業再生基金」(国庫補助金) 
 
設立年月 平成25年2月 
   
   

（１４）－④バイオマス発電事業の推進 
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環境杜市・真庭のイメージ 

石油社会 

真庭 
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率 

再生可能エネルギーの利用率 

環境杜市 

低炭素社会 

森林吸収量が、排出した温室効果 
ガスを上回るバイオマスタウンの推進 
■木質バイオマスの利活用 
 未利用材の活用（バーク混焼） 
 ペレット・チップの利用拡大 
 原料集積基地の整備 
■森林整備 
■総合的なバイオマス資源利活用 
 ＋農業系、畜産系、食品廃棄物系 

真庭市の位置づけ 

省エネルギー施策の推進 
■省エネルギー機器の導入、利用促進 
■エネルギー消費管理 
■省エネ法遵守（啓発・指導） 

新・自然エネルギーの導入 
■太陽光エネルギー導入 
■市民発電所の開設 

推進エンジンの構築 
■真庭環境市民ネットワークの構築 
 連絡・調整、情報配信、普及啓発  →施策実施に協働・参画 

バイオマス 
資源供給 

推進エンジン 

連携と協働 

森林保護施策 

CO２吸収 

（１５）市民とつくる「資源循環型の産業と暮らし」 
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事務局：真庭市 産業観光部 バイオマス政策課 

〒719-3201 岡山県真庭市久世2927-2 

TEL； 0867-42-5022 

FAX； 0867-42-1037 

E-mail； biomass@city.maniwa.lg.jp 

URL； http://www.city.maniwa.lg.jp/ 

 

ご静聴ありがとうございました 

mailto:biomass@city.maniwa.lg.jp
http://www.city.maniwa.lg.jp/

